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静田 均 先 生の思い日|

高橋哲雄

私は学部時代には大野英二先生のゼミに属していて， 静回~~'::~ヒトこ就いたのは大学院か

らのことだった。いまでもそうなのか司、案内だが. 38年前の出時， 助教授は大学院の指

導教官になれないことになっていて， 大野門下生はほとんどが静回先生のところに送り

込まれていた。

これは学生にとっても教官にとっても，ある意味では迷惑な l制度だった。学生にとっ

ては自分が選んだわけでなく， 自分のテーマにとって必ずしも最適とはいえない人を指

導教授とせねばならぬという不合理がありリ そのうえ二人，~;INIに仕えると Lヴ面倒と苦

労があった。教官にとっても， もちろん同じことが裏返しに l、えるはずだった。そんな

わけで，形式だけの「宿借り」と割り切って，教授のところ¥はまるで寄りつかぬ学生

もいた。私などは気配りに無縁な方だったので， 考えのちが汁主主設の先生に指導を受け

るのはかえっておもしろいのではないかと楽観的に考えてL、たか! それ tも当惑する場

面がなかったとはいえない。

そうした「宿借り族」のひとりであった私が静周先生につL、てまず発見したのは，先

生の明寛容、、であった。先生は河上肇門下のマノレFス経済学詣であり， また戦前の農業

問題についての著書によって「労農派」の醸将とされていた汁れと， それにしてはおど

ろくほどイデオロギーから解放されておられた。私はその頃 先生からまったく評価さ

れていない「宇野理論」に関心を抱いていたが， そのごとで't生から冷かされたことは

あっても，かけらほども冷えこ〈あしらわれたことはない。先生は自分の考えを他人に押

し付けることを好まず I宇野理論」や「講座派」を批判すそばあいでも，発想の基本

的不自然さと事実との不適合性をクールに指摘するにとどめもれた。いまでは当然のこ

とと受けとられるかもしれないが. I政治の季節」のただな目白にあった|詔和30年前後の

時代のマノレタ λ経済学陣蛍にあっては， ιの寛容は稀有の決 ìl'~だったといわねばならな

L 、。

寛容な先生も I政治」が学問の世界に入り込むのには~':桔ではなかった。7.1< -9
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Yが書いたというだけで「最大限利潤の口、則」なるものが有難がられる奇怪さをわらう

人は先生のほかにも少なくなかったけれど1 帝国主誌を論じるに当たって， レーニンを

ホプ月 Yやヒノレファーディ Yグより高く刊可回す忍のはおかしいと声をはげまして論じる

人は，ごく稀であった。だってレーニ"， 1;:独創佐においてはるかに劣るではない司、 ほ

んの少しを付け足しただけではないかいわれるのだった。そんなことをいえば「修

正主義」とか「流通主義」といったレドFルを貼られかねなかったが， そんなことを意

に介する先生ではなかゥた。

先生はもともと政治的入問ではなく， 党派白七でもなかった。先生はカリマス性のある

「親分」ではな<，その限りでは「大物 でもなかった。そうしたうさんくさい存在で

あるにはあまりにシヤイであり，自己批 11，1カがあった。資質も性向もちがう人たちが，

たまたま誰かの門下に属すというだけでliuじ考えをもっということのグロテスグさをよ

く知っておられた。だから，先生の弟ヲたちは窓、くいえは、パラパラ， よくいえばそれぞ

れが自由な考えの持ち主で，近代経済学に深〈進λノでいった人もいる。先生自身も京大

を定年で辞されたあと1 名古屋市立大学に経済学部在設立するため力を藷されたときに

は，近代経済学の充実に大いに意を用いられ士てとi昔'J<。

つまり，先生は本質的な意味でリベヲ，いな人であい 1 かっ個人主義者だった。私は院

生時代に，学部学生のゼミのコ Y バによば!れて出た Jとがある。ひと通りアノレコーノレが

回って，学生からみればきあこれから1:'，'ぜ i うときにづ 先生は幹事を呼んでしかるべき金

額を寄什され，あとはよろしくと席をjz/::.::~:.， Iヒ。学生たちにはこれは不満であったらし

し先生は冷たし、と，代わりに吊し上げ全食ったものだ。 これは冷たいというのではな

かろう。先生は学生のために時間を劃くの乞惜しU人ではなし ただ自分が酒庸で別の

人格を演じることのできない人間であ ξ; とを知っておられ， それが学生の期待を裏切

ったり，興を妨げるのを避けようとされた山づかいと，私には思える。それは， しかし，

学生の気持とはやはりズレているのだがど， とも思わずにはいられないけれど。

先生は米沢の士族の家に生まれ，早〈↓乙父ーとを失い， 母堂の手で育てられたと聞く。

胃腸が弱かったので，学生時代は母堂がお祁1:出てこられて食事の世話をされた。先生

はこの母堂に「です」調で話しかけられr 家に戻ると必ず子をついて挨拶しておられ

た。私たちに対してもこれは同じで，お初に伺うと必ずこちらは上座に据えられ， ご自



(385) 189 

分がまず座布団を外して手をついて挨拶された。 iです」剖のやりと bは， ご子息と先

生の聞でもそうであった。そうした折り目の宣しきが，かたちだけのことではな<， 人

とのつきあいの中味にも反映されていたのだと私は思う。併前であh，密室であれ， 安

易ななれあいや， もたれあいを許さね品格が，先生にはあ '0，1こむ

これは少し差障りのある話だが，関係者はすべて故人でもあり もう時効主してよい

だろう。旧制最後の学位審査のときの話である。長老格の阿倍の耳、教授が論文を提出さ

れたが，下読みの段階で， 先生を含む三人の委員とも論文ιしては問題にならないこと

で一致した。ところが，そのうちの一教授が，当の教授の ir政との勤績， 学会・社会へ

の貢献，人柄などを挙げて何とかならぬかといわれ，挙l十 í'~1 r，~:噂敬する先輩が学位をと

れぬようでは自分の立つ瀬がないといって涙をこぼされた~:~ ¥.. う c 静泊先生はよほどご

立腹だったのだろう。 i世も末だ。そんな話を耳にするだげでも， もヲ京大には居たく

ない」と嘆かれた。もちろん，当の論文は取り下げられた，;)であるが"

人によっては煙たいとも頑固ともとるであろう， 先生の:勺 Lt，::ノえJ王さと孤立をおそ

れぬつよさへの信頼が，戦後の学部再建という重大な局"E~:; 'í~' ， 当時42i誌にすぎなかった

先生を再建学部長に押し一上げたのではなかったか。 r学新;n建」というのは， 敗戦後戦

時中の言動に対する責任のとりかたが大きな問題になり，持l論を重ねた末，教授の全員

が辞表を提出し， その一人ひとりについて辞表を!受理する h否かをあたらしく選ばれた

学部長に一任するという，ふつうでは考えられない非常:ji:'町内措置によって， あたらし

い学部構成を決めてゆこうというものだったむ占領軍によごlパージな控九事情やむを

えねところであ勺たとしても， こうした異例の策が選択さ九たのは， 静回先生の人物が

当時の学部スタ vフの念頭にあったからではないか。

この難しい時期の先生は外部からみても信頼に値する 1":u'であ f たらしいロ当時理学

部長であった原子力物理学の権威荒勝文策先生は先生の人古川敬愛し， のちに荒勝先生が

甲南大学の学長として，経済学部の創設に当たられたEきtI もっとも親しい相談相手

ιされ，先生もそれに応えられた。それでいて， 先生ごu守It甲南に移られなかったの

も，いかにも先生らしい。

ゼミでの先生で記憶に残っているのは rソグラテ7-~1': .Jとも L、うべき先生の方法だ

った。学生が何か不確かなこと，木消化なことを発言する ι， きま勺て先生は roo君
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のいうことはこういうことですか」と前o'泣きして，その発言内容をより的確に， よりわ

かりやすく，ばあいによってはその行きっ:先主さも示唆しながら， しかしけっして言

いつくすのではな〈含みを残して言いかえ bれた。学生には， 自分の発言を鏡に映され

たうえで， もういちど態勢を立て直して :ni"~rをやり菌す機会が与えられるわけである。

つまり，先生は学生の自己発見のための初産婦役を勤められたのだ。これは私が先生か

ら盗んだ数多くのノウハウの一つになっ C¥，る。 も-，とも，貧乏ゆすりといった有難く

ない縛まで感染してしまったのは情けなL日l

先生とのさしの対話は，ゼミ以上に楽しi:r.った。先生の話の楽しさはその学殖とユー

モア，それに温かみにあった。ひとつだf-1~1 ，~挙げよう。

大学院を退学するとき』学部の窓口で守つづきを訊ねたら， まず指導教授の了解を得

ることと聞かされ，研究室をお訪ねしたこ lとがある。例によって四方山話に花が咲き，

時聞を忘れ，ついでに肝心の用件も言L、芯れたまま辞去した。私は幼時から健忘症がひ

どく，四回生のときには全科目受験届を1:1=1"_忘れz 始末書を出して危うく留年を免れた

こともある。

翌日学部事務室から電話があり，静田や生ーに貴君の退学の件をお訊ねしたら， 本人は

来たがその話は聞いていないといわれた， どういうことなのかとお省めの口調だった。

あわててさっそ〈お詫びの手紙を送っ士，1 ころ，折り返しお手紙を頂き， 文中， iいつ

もながらの『薬篭を付け忘れたセ γ ト"パーナード犬~ (ガン+ー『アフリカの内幕~)

ぷり，徴笑し〈存じました」と1 先生の'~~!~~事?こる笑みがこぼれてみえるような温かい文

章があった。セント・バーナード犬とは'fJ'ろんアルプスの救助犬で， 遭難者が出るとど

んな危険な場所でもすっとんで行く，また子ういう気質の犬である。妻にいわせると，

私の森の石松的な無鉄砲さと粗忽さを許!得てこれほど巧みな表現は聞いたことがない

ということで，以来わが家ではこのあだ名が定着してしまった。

それにしても， こういう引用がたち J、ろに出てくるところは並の経済学者にはない

ζ とで，考えてみれば， 私はそういう国でも先生に魅かれ，先生に追いつきたいものと

思いつづけてきたような気がする。還日主主'すぎたしイ'振り返ってみると，少なくとも 50

代からの私は，私の知っている同じ年代円静田先生の歩きぶりを無意識に模倣してきた

ように思われてならない。孤立をおそれぬゥよさと R あの魅力的な微苦笑ぷりだけは，

いくつになっても真似のしょうもないのピlナ九ど。


